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基本

　１．文型
  SVは一体として扱う。


　２．語順の転倒（さかさま）
（普通・日常）と（正式・強調）
水平思考

　３．品詞
品詞は句・節・文の中で決まる。
語自身には品詞は無い。

　４．文の種類



　５．前置詞＋名詞

  　  関係代名詞＋Ｓ＋Ｖ
名詞（所有格・目的格）

Ｓ（主語）＋Ｖ（述語）


　６．形容詞類の修飾は後ろから。



　７．副詞類の修飾も後ろから。



　８．代名詞と関係代名詞



　９．代名詞と接続詞











応用

1． 動詞類（不定詞・現在分詞・過去分詞など）の主語はすぐ前の名詞語句。  





2． 代名詞はすぐ前の名詞語句を指す。（単数・複数・男性・女性に注意）





３．A and B   

    ( A とBは品詞・形・語数が同じもの――― but, or, nor, thanも同様)    





４．接続詞thatと 関係代名詞thatの区別。





５．関係飼(that) → 主格？目的格？代名詞？副詞？ であるかを識別。





６．前置詞＋名詞（動名詞）    ------ 前置詞のすぐ後の動詞は動名詞にする。





７．動詞＋①不定詞；    ②原形不定詞；     ③受動態  





８．前置詞と接続詞/関係代名詞は相関関係にある。







１．文型

S V


I eat.


S V     
C

I am       Tom.


S V     
O

I like     a dog.


S V     
O  O

I give     it  a ball.


S V     
O  C

I call     it  Jack.


２．水平思考・インバーター  lateral/ invertible thinking

　　　短い、「日常頻繁の語句、文」と、「正式な語句、文」は逆順になる

①所有

Tom’s book             
トムの本


a book of Tom’s    
トム（所有）の本






②比較

handsome   
more handsome      
most handsome

fast       

fast       

              
more fast       （正式・強調）

--re fast     

     faster     （普通の会話）             
most fast

-ost fast 

     fastest        

good                    
     better
     best





③助動詞do＋動詞

does study    （正式文書・強調） 

--es study         

     studies （普通の会話）    

     
did study

-id study 

    studied


does not study        （否定）
did not study  
＊否定は一種の強調形だから。





He does study.
Does he study?
＊疑問も一種の強調。

You did study.
Did you study?


Cf. I do do.   
Do you do?   
I don’t do.

３．品詞



それは・代名詞（主格）
That is nice.


それを・代名詞（目的）
I like that.


その・あの・（所有格≒形容詞）
I like that book.


そんなに・副詞

cf. とても(=very)
I like science that much. 

I like science very much.


それで・接続詞

  cf. そして(=and)
I like science so much that I always study it.

I like science very much and I always study it.










４．文の種類

語句羅列→単文→重文→複文

That, want.
語句羅列
あれ、ほしい。

That, I want.
不充分な単文。
あれ、（ボクは）ほしい。

I want that.
単文
（ボク）はあれがほしいです。

I want the book and I buy it.
重文
（ボク）はあの本がほしい、そして、買います。

I buy the book (which) I want.
関係代名詞構文
（ボクは）ほしい（ところ）本を買います。





[注]  代名詞類（関係代名詞なども）は訳出しない。（＝語尾・語感）

５．前置詞＋名詞  ・  関係代名詞＋Ｓ＋Ｖ

          Tom’s book             トムの本

a book of Tom’s    
トム（所有）の本


a book (which) Tom has
トムが持っている（ところの）本


a house of Tom’s
トム（所有）の家


a house (that/which) Tom has
トムが持っている（ところの）家


a house (that/which) Tom lives in
トムが住む（ところの）家


a house in which Tom lives
トムが住むところの家


a house where Tom lives
トムが住む家


６．形容詞類の修飾は後ろから

修飾語句・節は基本的に被修飾語の後ろに来る。

I want a book red.
赤い本がほしい。


I want a book telling me about science.
科学について知らせる本がほしい。


I want a book that tells me about science.
科学について知らせるところの本がほしい。


I want a book written by him.
彼に書かれた本がほしい。


I want a book (that was) written by him.
彼に書かれた（ところの）本がほしい。
(that+be)は省略





（例外）a red book
例外は日常語句
子どもの語順

（世界共通）

７．副詞類の修飾も後ろから。



I see him many times.
何度も彼に会う。
２語以上は動詞の後。

I see him in the park.
公園で彼に会う。
　　　〃

I see him when I go to school.
学校に行く時に彼に会う。
　　　〃





【例外】

I often see him.
よく彼に会う。
１語の副詞は動詞の前。（日常語句）

８．代名詞と関係代名詞

それは・代名詞（主格）    That was nice.

I saw a dog.  That was nice.



I saw a dog and that was nice.



I saw a dog that(which) was nice.
省略不可。






それを・代名詞（目的）   I saw that.

A dog was nice. I saw that.



The dog that(which) I saw was nice.



The dog I saw was nice.
省略が普通。


９．代名詞と接続詞

代名詞⇔接続詞

それは
He will come. That, I know.


それを
He will come. I know that.


（接続詞①）

～ということ（それ）を
I know that he will come.






それは
I like science.   That is true.    
(That = It 

= I like science)

（接続詞②）

～ということ（それ）は
That I like science is true. 

It is true that I like science.
(It = that ～)









（接続詞③）

～、それで、

cf. そして(=and)
I like science so much that I always study it.

I like science very much and I always study it.






応用           Hybrid Computing System (not thoroughbred one)
下記に列記した要点を留意すれば、エッセイやレポートを書き、文書・資料を的確に理解でき、光速処理も可能です。        

1． 動詞類（不定詞・現在分詞・過去分詞など）の主語はすぐ前の名詞語句。                       

I hire him.

I want her to hire him.

≒I want her hiring him. 

   ( to hire ≒ hiring )

I want him hired.
彼を雇う。

彼女に彼を雇ってほしい。

≒彼女が彼を雇うのを願う。

  （不定詞と動名詞・現在分詞は相関する）

彼が雇われてほしい。

２．代名詞はすぐ前の名詞語句を指す。（単数・複数・男性・女性に注意）                         

itは単数の物や事柄を表わす名詞語句

They bought a book and a pen, and it was nice.

Cf. They bought a book and a pen which was nice.

theyは複数の人や物を表わす名詞語句。

He bought a book and a pen, and they were nice.

Cf. He bought a book and a pen which were nice.


*it = a pen

*which = a pen

*they = a book and a pen 

*which = a book and a pen

３．  A and B   ( A とBは品詞・形・語数が同じもの――― but, or, nor, thanも同様)          

 並列構文（接続詞構文）では、同じ種類の語句を並列する。（重文・複文・比較構文なども同様）

She comes and meets me.

The dog is neither loved nor hated. 

He enjoys singing songs or playing the piano.

I would rather die than marry him.


動詞 and 動詞

neither 過去分詞 nor 過去分詞

動名詞 or 動名詞

rather 原形動詞 than 原形動詞



４． 接続詞thatと 関係代名詞thatの区別。                                            

I know (that) he works honestly.

I know a man that works honestly.

I know a man (that is) working honestly.
Look at the window (that was) broken yesterday.
(接続詞that)＋主語    ＊(接続詞that)は省略可  

関係代名詞 that ＋一般動詞    省略されない。

(関係代名詞 that＋be動詞)    省略される。

(関係代名詞 that＋be動詞)    省略される。

５． 関係飼(that) → 主格？目的格？代名詞？副詞？ であるかを識別。                       

I bought a car that was nice.

I bought a car (that) my boy liked.

I bought a house that was beautiful.

I bought a house (that) we would live in.

            （注）(that)はふつうは省略される。

I bought a house in which we would live.

I bought a house where we would live.
関係代名詞[主格]

関係代名詞（目的格）

関係代名詞[主格]

関係代名詞（目的格）

前置詞＋関係代名詞[目的格]

関係副詞

６． 前置詞＋名詞（動名詞）    ------ 前置詞のすぐ後の動詞は動名詞にする。                   

    ＊前置詞がtoの場合特に注意    look forward to seeing

７． 動詞＋①不定詞；    ②原形不定詞；     ③受動態                                    

①They allowed him to come. 

②They made him come

③He was made to come.


ふつうは動詞と動詞の間には（発声上、意識上）潤滑油的にtoが入るていねい・穏やかな用法。

原形不定詞の場合は会話的で、突然、ギクシャクする感じで直接性・緊急性・強調・命令を示す。

受動態は正式語法なので、「里帰り」してtoが復活する）



８． 前置詞と接続詞/関係代名詞は相関関係にある。

前置詞＋目的格＋動名詞（to不定詞）、　　　接続詞＋主格＋述語動詞                     
I am afraid of him seeing her.      

I am afraid for him to see him.

I am afraid that he will see her.

It is necessary (for me) to see him 

It is necessary that I should see him.

It is nice of you to help her.

It is nice that you help her.

The watch of Tom’s is nice.

The watch that Tom has is nice.
前置詞＋目的格＋動名詞

前置詞＋目的格＋to不定詞

接続詞＋主格＋述語動詞

前置詞＋目的格＋to不定詞

接続詞＋主格＋述語動詞

前置詞＋目的格＋to不定詞

接続詞＋主格＋述語動詞

名詞＋前置詞＋名詞（所有格・目的格）

名詞＋関係代名詞＋主格名詞＋動詞

    ＊＊＊＊「単語」自身では品詞を持ちません。句や文の中で決定されるものです。＊＊＊＊

七変化のthat           （六波羅蜜六角堂・ ダビデの星・  陰陽一如のトリニティー）
                                        hexagram     Magen David     perfect trinity

                                (1)                    

                            それは（を）


          (6)                                  (2)  

   ～というそのこと                             それで                         和

                               (0)                                            三宝

                              that                                         トリニティ

                            （それ）                                        Trinity

                                                                            三位一体

               (5)                             (3)

            それほど                        ～するところの            

                               (4)              

                    その・あの・そんな・あんな

          The other day, I happened to hear a song. (It’s worth listening to.)

(0) 単語＝それ

(1) That was amazing.                           代名詞（主格）

      それはすてきでした。

    I really love that.                         代名詞（目的格） 

      それをほんとうに愛します。

(2) I liked it so much that I have always been singing it.      （接続詞）

      とても気に入ったのでいつも聞いています。                   （ので＝それで）
(3) I told a friend of mine the song that[which] makes me so peaceful.     （関係代名詞・主格）

      そんなに安らいでくれるその[ところの]歌を友達に教えてあげました。

     He also liked the song (that/which) they call ‘Amazing Grace’.       （関係代名詞・目的格）

       彼も「アメージング・グレース」という（その/ところの）歌が気に入りました。

                                                            ＊(that/which)ふつうは省略される。

(4) Both of us appreciate that song.        （指示代名詞≒形容詞）

      私達二人ともその歌を心から愛しています。

(5) We liked it that much, so we bought one of the CDs.          （副詞）

      私達はそれほどまでに気に入ったので、ＣＤを1つ買いました。

(6) It is very nice that we can hear such a graceful song.    （接続詞・仮主語構文）

      そんなにも美しい歌を聞けることはとてもすてきです。         （ことは＝そのことは）
    I believe that the world sung (of) in it will come true.    （接続詞・目的節）

      それに歌われている世界が来ると信じています。            （と＝ことを＝そのことを）  

   That we feel the same way is a wonderful thing.            （接続詞・主節）

      私達が同じような気持ちになることはとてもすばらしいことです。 （ことは＝そのことは）
   The fact that we feel the same way is a good thing.        （接続詞・同格）
      私達が同じような気持ちになるという事実はとてもすばらしいことです。

                                                        （～という事実＝～というその事実）
     Global “IMPARTIAL” Class in Harmony and of Diversity

      The “impartial” trinity of goodwill, diligence and ingenuity will solve any problem. 

    公平なる「善意・勤勉・聡明」の三位一体があれば、解決できない物事はない。四海皆兄弟姉妹。

CBT test (2)

【難易度】★(500/170)  ★★(550/210)  ★★★(600/240)  ★★★★(630/270)  ★★★★★(677/300)

快快当当♪         ★主←謂・単複・並列（比較）   ♪泼手辣脚
别磨蹭!    ★★前置詞＋動名詞・被動・省略・韻律（i-ing）   别蘑菇! 

    ★★★韻律（音感と外観）it -- to; it -- that;  more -- than;  as -- as        
· ★★★接続詞の構成共通点（並列；比較；複文）と関係代名詞(that/as/than)

 ★★★★★★ ①to不定詞のto  ②前置詞類＋動名詞  ③複文の接続詞that/if/why＋S+V の相互関係

                !!!  無理に意味を考えては駄目！主観的迷子になります。 !!!

文法的、概観、構成、音感押韻で客観冷静に処理する。ほとんどの場合、瞬間処理できます。

１問を約３０秒で解かねばならないので、意味をとっていては間に合わなくなります。必然的・客観的判断力が要求されますので、（600/240）レベル以下の学習者には、尚更、上述の方法で臨むべきでしょう。

受験者として特に留意すべきは、正答を見つけることを要求されているのであって、解説者になる必要はないという点です。

Check them out!  チェック順序      invertible and versatile

   次の項目をチェックするだけで、ほとんどの問題は瞬間に処理できます。Invertible Response

① S ,---, V    →    S ( ----) V       

② Parallel thinking   ( A, B, C, and D )

③ be –ed;   --ed; 　　　　　be –ing; --ing

④ a park (which is) located in Osaka

⑤ V+V = W  →  S+V and S+V = S+V,Who(/Which)+V

⑥ before meeting him

⑦ rhyming of “i & ing” or, “t & t/tt”.


① 主（語）述（語）の相応、挿入カンマ部分は無視。     

② 並列構文   (A, B, C, and D )     > but, or

③ 受動態；過去分詞　　　進行形；現在分詞       

④ 関係詞＋beの省略  

⑤ 接続詞＋代名詞＝関係代名詞    

⑥ 前置詞＋動名詞  

⑦ missなどの動詞は動名詞のみを取る。

托福语法攻略  

LEARNING.SOHU.COM 2005-01-24 　来源:寄托天下　【我来说两句】  

 　 有个好友最近语法做的总是没有头绪，我很为他着急，于是就写个粗略的总结。我想很多T友 在做语法题的时候也是不得要领，所以我将自己的总结贴出来与大家分享，本人绝不是什么牛人，所以总结也难免会有错误之处，请谅解。我开始做题的时候也是不着边际的乱，但做到了一定程度后，就找到门路了，所以，请大家不要担心，我们都会做好的。我的时间有限，所以只写了一部分，（其实这个总结我是想考试后整理的）现在只写了一点，考试后我 会把自己所有的经验全部写出来，希望对T友们能有所帮助。 

  并不是你非限定性和限定性定语从句没有搞清楚，而是你还没有掌握做TOEFL语法题的方法，做TOEFL语法，最重要的是分析句子结构，而什么样的结构是正确的，你必需要知道。 
  象这些题，你首先看句子结构，是单句还是复句，成分是否完整。单句肯定只有一个谓语。 一个句子有且只能有一个谓语，如果已经有一个谓语，就不能再出现第二个。如果一定要有 另一个谓语，那么则必须有连词，关系代词，关系副词。换句话说，一个句子如果有连词， 关系代词，关系副词则有两个谓语，两个分句分别有自己的谓语。有一个连词，则两个谓 语。有两个连词则应有三个谓语，以此类推。 

  空格处的成分分析，先看空格前后是否有完整的句子，如果有完整的句子，那么空格处就应 该是同位语，状语从句，分词等修饰成分。那么接下来就要知道，什么能够构成同位语，什 么能构成状语。比如名词短语可以作同位语，分词结构可以用状语等。看选项，如果已经有 了一个句子，那么所有选项中又出现了谓语却没有连词，关系代词，关系副词的肯定就是错 的，而反过来，有连词，关系代词，关系副词的却没有谓语的也是错的。因为前面已经说 了，一个句子只能有一个谓语，而如果要有第二个就必有连词，关系代词，关系副词，而有 了连词，关系代词，关系副词，则就要有与之相配的谓语。 

  一些小的细节也必需要了解。比如，词性，及物动词必有宾语，如果没有宾语，肯定是以过 去分词形式存在，如果过去分词做谓语，则其前面必有be动词。只有及物动词才有被动语态，而大多数及物动词在变成被动语态后就不能再接宾语，只有能接双宾语的及物动词才可 以再接宾语。如：give, consider,provide等。 

还有象上次讲过的这个 

不定代词＋of +限定词＋名词 

其中 ，不定代词是指：much, many, little, a little, few, a few , both , all , none, some, any ,either, neither. 

限定词是指：冠词，代词，所有格。 

这种形式中，of +限定词 必须同时省略或是同时存在，如： 

most books; most of my books这是对的。 

all/both+(of)+限定词＋名词 

all of my books or all my books 是对的，也就是说，这里of 是可以省略的。 

而这种形式：不定代词＋of+名词，永远都是错的！！！！ 

A：动名词 是动词加ing形式，一定程度上做名词看待。动名词可以作动词或介词的宾语 B：分词分为现在分词和过去分词。 过去分词后不能直接宾语。如被动语态后的过去分词。 现在分词可直接接宾语，现在分词放在名词之后作其定语。 

  这些小细节一定要掌握。 

  而更重要的是，很多人对过去分词是否是谓语的搞不清楚。如： dedicated to raising和dedicted raising，你能告诉我哪个过分是谓语，而哪个不是 吗？ dedicated to raising就是非谓语 dedicated raising就是谓语 

  请你记住以下的总结： 

  Vted+宾语 谓语 Vted 非谓语 Be+ Vted 谓语 Be+ Vted+宾语 非谓语 

  所谓的Vted就是过去分词，是及物动词，dedicated to raising为什么是非谓语？因为我说 过，及物动词必有宾语，dedicated后没有宾语，如果加了宾语，就象这个dedicated raising，此时它就是谓语动词了。 

  By 1872, the US had 70 engineering colleges, (   ) astonishing expansion made by them.        
          A because    B an     C to which     D was 

我想你没有选对肯定是made这个过去分词你没有搞清楚它是谓语还是非谓语。实际上， 它是个非谓语，逗号后是个过分修饰的名词短语。前面是个完整的句子，好了，A because连 词，而没有与之相配的谓语，不对。C to which也没有与之相配的谓语，错。D没有连词却有个谓语，错。 

如果你不能分析出made的是非谓语，你肯定永远做不对。 

  一定要记住上面的总结，真的很重要。 

  还有就是一些小知识点了，比如固定搭配，副词可修饰副词，形容词，句子，但不能修饰名 词。among放在句首后面的谓语与主语要倒装，so 放于句首要倒装，介词引导的表地点，方位的状语提前到句首要倒装等。How在TOEFL中只作连词。单个形容词修饰名词放在名词前， 而形容词短语修饰名词放在名词后。 如：beautiful girl, stage bare of scenery,其中bare of scenery为形容词短语后置作 stage的定语。过去 分词要想作名词的定语必须后置。 

  总之，做语法题一定要分析句子结构，95%题不用读句意都能做出来。所谓句子结构，就是找主谓宾，定状补都是修饰成分。其次就是了解什么成分能做定状补。 下次做题时就按这种方法，肯定对你有益处。 

  meigui注： 本帖有些内容时我上新东方语法时，Tom老师讲的。只时很多语法知识在我上语法课之前我就已经了解的。所以并没有注明有Tom 老师的
考托者不得不看的经验  

LEARNING.SOHU.COM 2004-12-30　作者: 一韬　来源:寄托天下　【我来说两句】  
＊阅读：　就是一点，不要参杂任何自己的观点去理解！对于阅读速度，我赞同前人所说：不要陷于细节中，要快速的扫描。其实快速的阅读更容易把握文章的主旨！不会的单词不用理它，节约时间和理解大意才是关键。 

   词汇我建议听老俞的词汇串讲，我听了后觉得效果很好，而且发现俞敏鸿很幽默且见多识广。 
 ＊说到作文，我是5。5分，也没有什么过人之处。我等考完后，我把我写过的作文数了一下，我一共在3个月里写了106篇作文，厚厚的一叠把我看的都不得不佩服自己 啊……我当时考IELTS时作文才5分，4个月后就已经有不小的进步了。靠的是什么？就 是多练！大家练习托福作文前可以先按照模板写，然后再提炼出自己的模板，最后就是抛开模板，文思泉涌，自由成文了！（和武功心法很像啊。） 

  Last but not the least，我想说，托福考试其中有一条就是靠你的耐力！你只要坚持下来，肯定是可以成功的！很多高分获得者其实都考过两到三次的！失败了，爬起来！考砸了，疯玩两天再接着复习！既然我们选择了出国，就等于选择了一条放弃轻松，享乐的漫漫长路；既然要想在以后出人头地，现在就要下非常人能忍 之苦！也许等到大家考过的那一天，才会突然感到，原来天空，白云，周围的一花一草都是如此的美丽啊……  
托福语法高分策略  

LEARNING.SOHU.COM 2005-01-25　作者: 王海波　来源:新东方教育在线　【我来说两句】  
既然托福语法如此重要，那么如果语法基础不好，能否在短期内迅速提高，从而获得语法高分呢？无庸置疑，答案是肯定的。本文试图给正在学习或将要学习托福语法的同学加点油，提个醒，助他们一臂之力。 

　　一、掌握方法，事半功倍 

　　同样的题目让同一考生用不同的方法去做，效率和准确率是会有很大差别的。好的方法可以做到事半功倍，而不好的方法可造成事倍功半。常言道：“工欲善其事，必先利其器”，因此要想做好题，首先要掌握正确的做题方法。下面我们以填空题为例讲解做题方法。知己知彼，方能百战不殆，所以首先应该弄清ETS出题的考查目的。上文提到，填空部分考查的是考生的句法，因此句子的结构才是解题的关键，至于词义、句意，乃至语感都是相对次要的。而且，ETS为了让题目显得更难一些，在句子中加了许多对解题而言完全无用的话，这些废话根本无需读懂，甚至根本没必要去读它们。 

　　下面是填空题的完整做法： 

(1) 先找句子的分段点，即连词、介词、分词和标点符号，将句子分为几段，选择要看的那部分句子，即只关注空格所在的那部分句子。

    (2)简化句子 

　　简化原则：以下句子成分可以直接划掉 

　　1.介词短语(主句句首除外)，即prep.＋n. 

　　2.作定语(修饰名词)的形容词或者分词短语 

　　3.副词、冠词、数词 
　　4.位于句首或句尾作状语的分词短语 

　　5.与空格无关的句子 

　　(3)分析句子结构，判断空格中所缺句子成分 

　　快捷方式：或直接套用固定句型或固定结构 

　　步骤实质：给自己找一个选择答案的依据。 

　　(4)对四个选项进行区分，结合句意和语感确定答案 

　　在熟练掌握和使用上述方法后，无论是难题还是简单题，都能很快找到问题的关键。 

　　二、见木见林，举一反三 

　　有的考生习题做了一大筐，但准确率未有明显提高，这是为什么呢？这是因为这些考生做题时只是就题论题，做错了题只是对一下答案搞懂这道题就算完事了，下一次该怎么错还怎么错，根本没有任何提高。因此，做题不在于多而在于精，每次做错题都分析和总结ETS的考查目的即考点，以后碰到类似题目不再犯同样的错误，这样才会有长足的进步。
　　无论句子形式或内容如何变化，考点是不变的，万变不离其宗，掌握一个考点等于掌握数十道题。因此，大家在做题过程中要有意识地去思考ETS这道题考查的是哪个考点，自己是否能够对其他类似的题目，这一考点是否是自己的弱点，而千万不要为了做题而做题，应争取做每一道题都有所思考和收获。 

　　三、常考词汇，熟练掌握     *huang3

　　许多考生在经过一段时间的学习后，发现托福语法并不难，每次做错题后一对答案发现题目实际很简单，总有一种恍然大悟的感觉，而且觉得这么弱智的题怎么会搞错呢，可是若干天以后又会再一次恍然大悟，走进一个一而再，再而三犯同样错误的怪圈。原因是什么呢？道理很简单：首先，考生对于知识点肯定是懂的，否则在对答案后就不会恍然大悟；其次，考生在做题时对考点涉及的常考词不敏感，视若无睹，根本想不起来。 

　　四、发现弱点，牢记在心 

　　无论是伟人还是普通人，都会有弱点。学习托福语法同样如此，一个人无论英语水平多高都会有知识盲点，有模糊甚至压根儿不懂的地方。人贵在有自知之明，如果能知道自己的弱点，则更是难能可贵。 

　　那么考生如何知道自己的知识盲点呢？最简单也是最根本的方法就是做全真题。笔者强烈建议考生准备一个错题本，将自己每次做习题过程中做错的题全部抄到错题本上，然后在适当的时候总结一下，看看自己容易犯哪些错误。如果有，那么应该通过听课、查语法书、问老师等各种方式去把它弄懂，直到不再犯同样的错误为止。下面讲解一个在中国考中常见的语法弱点。ETS在这个考点上乐此不疲，以至于在近几年中每次必考。 

　　　五、无比细心，久必有成 

　　在做到以上四点之后，按道理语法满分已是唾手可得了，但实际考试中语法得满分的同学并不在多数，许多考生非常遗憾地错了一个或者两个完全会做的题。究其原因，不外乎两个：其一、过于草率，还没看完A、B、C、D四个选项便做出了选择，或者是在看到正确选项前就已落入了ETS设置的陷阱。 

 网友经验:TOEFL真考六大感受  

LEARNING.SOHU.COM 2005-01-25 　来源:新东方教育在线　【我来说两句】  

 　 　　感受一　　　 

 　　语法知识陷阱越来越多，但是考的知识点还是换汤不换药。如果光靠语感是不行的。难一点的题目总有两处觉得别扭，更有甚者三个地方别扭，需要对知识点的准确判断和熟练，另外加上细心和良好的作题习惯才有可能全对。 

　　感受二 

　　1、听力的前30道题难度增加，一是习语增多，二是有些对话的长度增加。总体感觉ETS的听力套路有些变化，新东方教的一些方法已经不灵，ETS似乎已经摸清了新东方的很多技巧!看来要想在以后的T听力中取得高分还需下真工夫，技巧的作用正在逐步减小。(美国人比我们想得要聪明得多) 

　　2、语法不难。 

　　3、阅读的文章难度没有增加。不过，有个别题的选项的混淆度增加，不知这是不是又是T阅读题今后的出题方向。 *hunxiao 42

　　感受三 

　　1、作文要多写，不然要抓瞎。 

　　2、新东方的听力技巧已过时，无过硬的实力就无法听懂长而活鲜的对话，长文章听得懂但难选！ 

　　3、语法很简单。 

　　4、阅读变难，不会有太多的白痴题！时间紧！

　　感受四 

　　1、听力完全考实力，无聊老师的技巧一点没用到。 

　　2、结构一如既往，但不小心也会错。
　　3、阅读稍稍加难。 

　　4、总的来说，时间变紧。
　　感受五 

　　1、其实，听力比新东方的带子简单，因新东方磁带留的时间太短。 

　　2、语法稍微有点难，TRAPS比以前多。 

　　3、阅读变难，时间紧张，我做模考时45分钟，昨天竟没有时间检查。 

　　感受六　　　 

　　各位战友：本人苦熬到12点，有几点体会： 

　　1、考试过程中有很多人上厕所，怀疑是去查文曲星。 

　　2、耳机噪音可能会很大。 *zao4

　　3、听力小对话加长，不知是好是坏。 

　　4、阅读很紧，建议大家平时将用时定为50mins。 

　　5、早饭要吃饱，8：30才去考场都行，不过考到12点真是痛苦。 

　　6、相信自己实力，只会比模考低10到20分。 

托福考试常遇到的问题  
LEARNING.SOHU.COM 2005-01-24 　来源:寄托天下　【我来说两句】  

 　 一、语法类 

　　1、each和each of的用法(托福中涉及的) 

　　each可以 

直接做形容词，比如each person；也可以做代词；each of后面有两种结构：一是表复数含义的代词，如each of us，二是受限定的复数可数名词，如each of the trees。 

　　注意：不可以让复数名词“裸奔”；不可以在almost，nearly，not后用each，而要使用every。 

　　2、all和all of 

　　all的用法比较灵活，可以直接跟复数名词，这时候它自己是限定词，如all pigs，还可以跟被限定的复数名词，比如all the pigs；all of后面则必须是受限定的复数名词，不可以“裸奔”，如all of my books。 

　3、单数可数名词不可以“裸奔”； 

　　4、独立分句(非主句)在复合句中没有连词不可以“裸奔”； 

二、写作类 

　　1、题目从185道的题库中出，考过的原则上不再出，但是不保证10年或者更长以前出过的题目不重考； 

　　2、写作时间30分，用铅笔，格式用顶格空行方式，字数250-350为宜； 

三、考试类 

　　1、试卷不可以做标记。ETS的抽样率为5%左右，如果被抽中就被认为作弊。所以如果有做标记的习惯要么改掉要么最后用橡皮擦掉； 

　　2、填表有专门的时间，不用担心占用考试的时间。填不完不会开始考试； 

　　3、免费送分的学校代码事先写在准考证上带到考场， 

　　4、准考证上可以打草稿做记录，不算作弊：) 

考托杂感  
LEARNING.SOHU.COM 2005-04-01 　来源:寄托天下 　 【我来说两句】   

  去年就开始背单词了，王玉梅的TOEFL词汇。背不动。寒假前的坚持背了红宝，我自己都忘了我背了多少，仔细看了书边的记录，29个LIST，当然，是无法和N 牛的人比。只是，通过G词的背诵，再看托福的时候，觉得不难了。领教了《17天搞定GRE单词》后，决定速战速决，终因每天晚上必须回宿舍不能学习到深夜，而无法完成，其实，在官僚多多的学校，最简单的办法，就是送礼。真的很恶心，完全玷污了大学在我心中的神圣地位。在一帮无聊的人（酒鬼）打群架，学校整风的过程中，对于官僚，就是他们有事做的时候。平常，都很闲的。 

  听力的提高是潜移默化的，看了太多的DISCOVERY ，BBC，MOVIE，发现，听力，就是那么回事。 

  现在的痛苦是，实在无法看中文，很悲哀，看中文，会浮躁。总想去翻翻身边的英文字典。但是，快考试了。又必须看。图也要交。法规也要背。但是，总觉得学的不透彻，学的没用。 

  猛燃间，发现自己可以看懂感兴趣的教授的题目，看得懂PAPER。却又觉得悲哀。堂堂中国人，却要去研究26个字母的排列组合，浪费大量的专业时间。看看国内的有些学校，部分教授，又觉得去读研，显得很无力。 

  也许是太悲了，悲的没有必要。学习英语是对我专业的回避，对无聊的课堂的回避，实在受不了部分老师的敷衍，官僚的叫嚣。只得在洋人的书里找些快乐。 *xiao1

  别人总问我，你想去哪个国家？美国？说实话，我不想去，甚至不想学英语。那你为什么考托福？不是为了出国？我只是觉得考托福，能让我觉得我的大学时间还是满有意义的。 

  托福的试卷，的确科学。当我考完4、6级，发现仍然有阅读问题，仍然有英语学习问题。但当我开始准备托福、GRE，却发现，我可以读专业的外文资料，不费劲。再也不去上专业英语课，因为那个老师一边放着教材，另一边放着复印的翻印，然后，用浓 重的甘肃口音读一句英文，再读一句中文，两种语言，我都不太能听懂。最后听说，这门课，开卷考试。 

  GT路上，也许，有太多的期待，太多的痛苦，其实，今天看看，没有什么。就像生命，很简单。一生，没有什么。曾经闪光，也许，一直暗淡。没有什么，静静心，塌实的走我的大学路。也许，一事无成，但是，我的确努力过。我不后悔。已经尽力了。 

　

TWE考试高分技巧  

LEARNING.SOHU.COM 2005-04-01　作者: atone　来源:寄托天下 　 【我来说两句】  

　 得了6.0。写一些体会与诸位学长 探讨，以期抛砖引玉。以下仅为个人观点，不代表组织意见。 

－1－ 挑选一本好的参考书 

  目前有关英语写作的书籍繁多，其中不乏精品。在此，我向大家推荐1994年上海交通大学出版，蔡基刚著“英语考试高分作文”一书。此书的优点在于它精炼地归纳了针对作文考试的词组，句型，范文。我把它精读了三遍，自感TWE写作实力大增。声明：本人与作者毫不相识。 

－2－多背记书内的句型，行文格式      *kuang4

  也许本人较懒，平时几乎没进行写作练习（因人而异）。但是记了许多好的段落及过渡句式，这一点尤为重要。肚子中装进几篇典型文章的框架，考试时套上即可。 

－3－ MOST IMPORTANT         

  注意使文章时时闪烁出humor!!本人一直认为得6.0的关键在于斯。试想鬼子评卷时，在众多味同嚼腊的文章中，疲于招架，突然发现一篇充满witty remarks的作文，会是怎样惬意！当然，humor绝不在于多，而在于恰到好处。常看鬼子影片的同志会明显感到他们的sense of humor，甚至在及其危险的境地。所以，谁在这方面出众，谁就完全有可能在TWE中得到高分以至6.0！ *shanshuo34    *jiaola24  如  *qie4惬心＃意
－4－应试时的几点建议 

1) 拿到题目后，迅速决定套用哪种文章格式(30'')； 

2) 打极简单草稿，决定文章的具体布局(3'-5'); 

3) 留出至少20'写文章。注意字体易辨； 

4) 寥寥数词，马上切入正体，不可婆婆妈妈的； *liao

5) 赞成or反对都要“革命立场30'不动摇”，No "左右逢源"; 

6) 及时分段，段落的过渡要顺畅自然; 

7) 字数适中，一般写满3/4的给定区域为宜; 

8) 注意句型变化，多用“名词性动词形式”； 

9) 每段只涉及问题的某一方面; 

10) 在文章结尾一定要重申你的观点； 

11) Don't forget to show your HUMOR wherever needed
托福写作：写作的困境及对策  

LEARNING.SOHU.COM 2005-02-21 　来源:寄托天下 　 【我来说两句】  

　 总结考生写作的困境和问题，主要有以下几点： 

　　(一)滔滔不绝“意识流” 

　　有一部分考生在考试时一见到作文题，便感到很对自己的胃口，觉得有很多内容要写。于是乎千言万语涌上心头，写着前一句想着后一句。往往前句尚未写完便接上了后一句，辛辛苦苦写了一大堆(甚至有写11个自然段的)犹觉余意未尽，结果是令判卷的老师头疼不已，无法继续往下看。原因就在于这种没有构思、未理提纲的作文章法太乱，评议质量差。我国的作文题都是规定式作文(controlled writing)这跟国外考试(如TOEFL)不一样。因此，定作时必须按给定的提纲或提示去写，过于放任自由的做法是不可取的，更不要另有所图，滔滔不绝，这是进入实际操作前的一个基本认识问题，稍不留神就会出问题。 

　　要控制这种“意识流”的写法，必须严格按照三点提纲来写。假如第一段要求描述某个现象，务必不要先进入到原因分析，否则到了第二段该分析原因的时候就没东西可写了。明智的做法是投其所好，该如何就如何，这一原则适用于所有的考试。另外，有的考生一方面有话则多，一发而不可收，控制不了自己；一方面无话则隐，该说的话没有体现出来，我们不妨把作文的要求量化到每一个段落：一篇200词左右的作文一般不会超过15句话，把这15句话根据题目要求分配到各段中去，每一段大概只说那么几句话，绝不多说，事实上往往是说得越多，错误越多。因此，顺着提纲走，每一段不要写得太多，点到为止，见好就收，这才是最稳妥的对策。 

　　(二)无话可说真难受 

　　无话可说是滔滔不绝的另一个极端，有的考生题目看得懂，提纲也一目了然，就是不知道该说什么，在考场上头脑一片空白，想到的也只是空泛的东西。这是一种经常的现象。在这种情况下，即使是用中文也难以写好，更何况要用英文去表达。对此办法就是要善于联想到一些具体的事实，具体的例证以及具体的现象。比如说，要谈论电视节目这一话题，可以联想到新闻联播，并由此想到它让人们开阔视野，了解世界，但人觉得话题太熟悉了，反而一时说不出什么来。其实，作文题一种是永恒的话题，在任何时都可以讨论；或为当代话题，让所有的人都会有话可说。题目是公平的，绝对不会让某一专业的考生有特别的优势。所以，考生一定能联想起具体细小的事情，再形成观点。把看得见摸得着的事物带来的思考变成作文里的分支观点、具体细节内容变成证据。这不失为一种很好的策略。例如，计算机的利与弊这个话题似乎太大，但是可能想到的具体的现象是小孩、学生要在计算机前玩计算机游戏。由此带来的思考是，这些学生整天呆在那里对他们的mind是有害的，harmful to their minds并waste a lot of time. 

　　由此，当头脑出现空白时，应该从具体的、细小的、琐碎的、微不足道的事物所引发的思考变成观点，再进行论述。这种定式思维的形成需要多下功夫、比练习。从无话可说到有话可说，下面的例子让人不无启发，在种种场合下，经常要欢迎领导讲几句话。领导往往首先开口说：同志们大家好，我利用这个机会讲三句话。接着讲第一句话时，脑子里不知道第二句话是什么，讲第二句时，根本就没想第三句要说什么。但他最终说了三句话，以“谢谢大家”结束讲话。“领导讲话1、2、3”成了一种定式，他总能找到有关内容讲几点，这种功夫是长期磨练的结果，写作文也一样，平时需要多多练习这种思维。 

　　(三)真情流露没必要 

　　考试时，监考老师通常发现有的考生坐在那里根本就是在玩深沉，他在那里思考人生的伟大哲理，他在那里要想出一个观点，想出一个理由，想出一个措施，非得要显得与众不同不可。限入这种境地的考生，显然犯了一个根本性的错误，参考时间为３０分钟的作文，一般应该在２０分钟之内完成，再用几分钟的时间检查语法错误，可有的考生十几分钟一句话都写不了，就是因为他太进入角色了，他想向判卷的老师掏心掏肺，这是一个很大的误区。 

　　考作文的目的纯粹是通过这一命题形式，考查考生的英语水平如何。命题人关注的是书面表达能力，而不是看一个人有没有内容，思想有没有深度，以2000年作文题为例，至于为什么海洋里的鱼越来越少，原因基本成立，内容相关即可，根本就没有必要想破脑袋去找原因，不要去猜测判卷的老师喜欢什么观点，只有当作文明显跑题时，内容才体现出其重要性。不管原因也好，措施也好，某一考生想到的任何一点，很可能命题人早已料到，而且肯定会被成千上万的考生重复无数遍，因而曾经令自己激动一时的想法，在判卷老师看来全无感觉。所以，规定式作文的拓展空间本来就非常有限，“真情流露”是没有必要的。 *tuozhan 2     *taben43  tatie44

　　(四)英语表达憋得慌  kong4bai   taotao1  bie1  biedehuang1  biebuzhu

　　如果说以上几点都明白了，考生仍会认为最大的障碍是用英语表达很困难。对于这一点，首先要树立起信心，实际上大部分考生都受过正规的大学英语教育，即使是一些自学的考生，其英语水平足以具有写好一篇作文的潜力。关键在于要把这种潜力挖掘出来。朗文词典(Longman Dictionary)的最大特点，就是用2000个核心词来解释几十万个词条，而且词条大都有几个义项。由此可见，并不一定要用多么复杂的英语来表达，也不一定非得添加一些高难度的单词进去，以此来加深判卷老师的印象，事实上，简单的评议也能表达复杂的事物，著名的美国作家海明威的作品以其平白晓畅的评议吸引了千千万万的读者就是一个明证。 

　　要求考生运用英语思维来写作文是不现实的，如果能用英语思维，也就谈不上会遇到多大的困境了。在实际写作过程当中，脑子里想的是中文句子，然后把一个一个的中文句子译成英文。在翻译的时候努力在寻找一一对应的关系，希望找到与中文词一一对应的英文单词，结果是句结构和单词的选用显然受到中文的影响，自己感觉上也是“憋”得费劲，或者觉得表达出来了，意思差不多，而实际上给人的感受依然还是中文。若是让老外来看这篇作文的话，也许根本就弄不清楚文章的内容，而判卷的中国老师在判卷时往往能想象出文章是怎样写出来的，在这种下，出路在于把中文译成英文时，不要去追求一一对应的关系，而应该“得其意，忘其形”(get the meaning, forget the form )忘掉中文的语法结构，句法形式则可能要整个地打乱，“钻进来，跳出来”所谓“钻进来”就是要看意思是否到位了，“跳出来”就是要忘记中文语言形式。实际上把英文译成中文，也是一样的道理，关键是要在转换中把意思表达出不，如果写出来的句子整修结构都在对应，无异于用英语词说中国话，这显然是不合适的。 

　　词汇掌握有限的考生，可以经常看一看朗文词典中词条的英文注解，这对于提高写作表达的能力会有巨大的帮助，整部词典成千上万的词义全部用2000左右常用词汇解释，随意翻开词典的任何一页，找出其中不认识的单词，然后看后面的英文注释，要找不认识的单词，因为在急于想知道意思的情况下看注解，印象才深刻。要先学人家怎么表达，再学会自己表达。有人的简单地认为，只要记了单词的语法，就可以高兴怎么表达就怎么表达，这样的人永远学不好英语，记住一个词跟学会使用这个词是两码事，BBC的一个材料上说，英国农民的情感世界跟一个伟大诗人的情世界是没有什么区别的，而且用简单的评议把复杂的意思表达出来也可谓是伟大的。对于一个一时找不着词的概念，应该用一种迂回曲折的方式把意思表达清楚。或用一个短语，或有一个从句，或三言两语，如果没出什么语言错误的话，这也算是一种伟大！   Bingdang34     bingzhi34  除く

　　针对英语表达“弊得慌”情况，必须摒弃翻译中追求一一对应的关系并机械地把中文译面英文的方法，应该把中文句子结构彻底地忘记，然后可用比较简单的“万能”的英语表达。平常不妨做一做这样的练习，通过阅读不认识的词条的英文注释，然后试着把单词译成中文词，再去对照英译词典的汉语释义，慢慢地就会开始领会用英语表达的门道了。之所以强调这样做是因为朗文词典语言简明，例句来自活生生的现实生活，不同于传统的英语词典从文学作品里摘录例句的做法。正因为如此，其词汇量比较贴近我们的词汇基础。只要读得多，自然就会受其影响，明白这样做的其中奥妙。 

　　(五)处于被动危害大 　　yu1

　　尽管作文规定式命题，但考生仍可处于积极主支的地住把作文写好。其主动性在于采用回避的策略，表达上采取迂回的方式，运用不很复杂，简单的语言，内容的取舍上，避重就轻地写比较易于表达的内容，很多人在写作过程中从头至尾都处于被动状态，当有内容想要表达清楚的时候，却又发现种种途径都不可能表达好，只好硬着头皮把属于自己意识到没把握的东西勉强写上去，毫无疑问，这种连自己意识到可能是错误的东西，只会产生于已不利的负面作用，所以，当有的内容英语感觉一点找不着，实在表达不清楚的时候，就应该彻底地放弃。开动脑筋多想几点内容，理由和假设想到4条理由，但因为语言表达的问题，其中1条理由说不清楚，那么就应该当机立断地把它放弃，写上另外三点理由就可以了(或许二点就够了)。由此可见，积极主动的态度会使自己在考试中有更大的灵活性。 

　　单词拼写错误多，也是作文的一大问题，例如opinion错拼为opium如果in my opinion成了in my opium (在我的鸦片中)！常用单词是不能拼错的，有的单词平时会拼写，考试时突然没把握了，比如modern society,假如不知道modern与morden哪一个是对的，不妨换成society today或today"s society或许还能想起另外一个难度大一点，拼写有把握的contemporary来代替modern。应该回避明确知道自己拼写不对的词，再设法换一个词代替，甚至让句子改换一种说法亦未尝不可。有的考生在考卷上没把握的地方标上问号，或者两种可能都写上，让判卷老师判断选择其中一个，这都是不可取的，是有害的。 

　　总之，不能把自己陷入被动，想说什么，用什么方式说，说多少，说到什么时候，说到什么程度，一切都应该由考生主动把握，这样才会减少心理上的压力，更灵活地反映出自己应有的写作水平。 

　　两点建议：一是多积累，二是多动手 

　　不少考生有这新的感受，当面对一个作文题时，觉得有话可说，可就是不知如何表达，其原因是头脑中所掌握的句式太少。好的句式要从阅读实践中不断吸收。有用的句式积累多了，表达就会更加自如。由于准备时间有不限，必须采取非常措施，以便尽快提高自己的应试水平，达到临考最佳状态。单纯的题海战术不可取，最好的办法是多研究历年的真题，多利用真题中的语言材料，通过消化吸收提高自己的应试水平和表达能力。譬如，语法结构和词汇题中就有不少典型地道的英语句式和表达法；完形填空题可以学习谋局布篇和用词；翻译中的划线句子多为复杂句、长句，更能为写作所用；阅读题中的评议材料更是取之不尽、用之不竭。另外，真题的难度也正好是与要求考生所要达到的水平相当，具有针对性。做题量不在多，关键在于做有心人，多多积累所见到的语言材料，反复背诵，才能把自己的努力体现到考试的最终得分上去。从现在做起，多一份积累，多一分信心，也就多一分胜算，不要漫无目标，茫茫然不知准备工作如何着手，最后什么也没抓着。 

　　“多动手”不仅仅指要多写，更要在写完之后多比较才能找差距。写作文一定要写真题的作文，写完后与优秀典型的范文进行比较和对照，检查一下文章是否切题，行文是否连流畅，有无严惩的语法错误错误，是否包含提纲全部要点，用词是否广泛，句式是否有变化，练习时还要在20分钟之内限时完成，另外，更为有效的办法是背范文，对范文中的词语进行替换，句式进行改写，把优秀典型的范文译成中文，过几天后，再根据中文译成英文，看是否与范文一致。这样的练习进行几次之后，让自己都会惊喜。在学习范文的时候，内容并不重要，要学习其结构思路、语言表达，同时还要比较同一题型不同范文的写法，譬如第一段如何写，第二段，三段又如何写。通过横向的比较，对付这种题型的思路也就会自然而然地领会于心了。 

　　摘自《中国青年报》 

　　如何准备英语写作 

　　英语写作对许多考生来说是令人头痛的难题。究其原因，造成写作困难的因素很多，根据我们对考生的了解，可归结为以下两个主要方面。 

　　第一，在外语学习五项能力――听、说、读、写、译――的训练方面，学生从中学到大学在听、说、读三项能力方面得到的训练比较多，而在写的能力上得到的培养最少，有时最基本的写句训练都是靠做选择项的形式来完成的，很少有真正动手写的机会；因而很多学生在做语法题或改错时有敏锐的辩别力，能够找出很复杂的语法错误，可是一旦自己真正动笔写，却错误多得不得了，而且很多都是最简单最基本的语法错误。所以，平时写的少，练的少，是构成写作困难的主要原因。 

　　第二，不少学生缺乏对写作知识和写作技巧的了解和学习。他们一写作文，就感到脑子空空，不知如何下笔，写起来也是想到哪儿，写到哪儿，有时还东拼西凑，因而写作文时，常常是低水平上的重复，提高不快。如果能了解和学习一些英语写作知识，加上适当的指导和训练，写作水平会很快得到提高。考生要根据所给题目、素材、写作提纲、规定情景或图表等在40分钟内写出不少于150词的短文。要求内容切题，表达清楚，意义连贯，语言比较规范。根据大纲的要求，考生要想在短文写作中取得高分，首先要具备两方面的英语基本功：一是较强的句子表达水平，句子要写正确、表达准确到位，要有一定的英语修辞知识。二要具备英语语篇写作知识，这样才能适应不同类型的命题，主动灵活有条理地运用自己的语言知识和能力写好短文。此外，考生还应对作文考题有一定的了解，知己知彼才能稳操胜券。 *qie4ti2

　　考题特点： 

　　(1)作文选材均为热门话题并贴近生活作文选题范围均为当今社会的热门话题，从电视广告到希望工程，从父母与子女的关系到拥有健康的重要性，从世界烟民现状到近年盛行一时的“承诺”，环境保护，无不反映了当前公众最为关注的事。 

　　(2)文体多为说明文与议论文说明文和议论文用途较广，我们平时接触的文章、报纸、信件等等多为这两种体裁。在工作岗位上所撰写的材料大多也是说明文或议论文。因而考这种体裁的写作比较符合实际需要。 

　　(3)出题形式趋于多样化。这一变革显示了对提高考生的实际运用语言能力的重视，同时也要求考生要在多写多练上下功夫，这样对才能在作文考试中夺取高分。提高笔头表达能力是关键：我们希望广大考生要在切实提高英语写作水平上下功夫，不能靠扣题、押题或背诵一些短文应付考试，其结果必然与希望的相差甚远。背诵是学习英语的一种好方法，但仅靠背诵来提高英语写作水平是不够的。写作水平的提高还是要靠亲自动笔写，多写多练，把学到的语言知识运用到写作中去。 

　　考生可以参考以下方法进行写作练习。 

　　1.多读范文多读范文能使考生了解写作方法，写作的常用词汇，记住其中一些比较好的用法。 

　　2.多写作文12月前应该每周写一篇作文并且要把每一篇写好，不要在一个水平上反复重复，要力争写好每一篇，这样写几篇后就会有收获。临近考试，可以按照规定时间写作，此时写作的题目要广泛，各种话题都要写一些，以增强适应性。 

　　3.写作时可以多查字典，不看范文写作时遇到不会写的词句要多查字典，还要看该词的用法，这样才能保证正确使用；写前不要看范文，看了范文会影响自己的思路，写完后再参看范文。 

　　4.注意书写整齐平时写作就要注意书写整齐，规范，要在平时养成良好习惯，在考场上才能发挥得好。字迹潦草，卷面不干净会影响成绩。 

　　三不变 

 　　1. 文章语言特点不变。 
　　托福阅读的目的很明确，就是要让同学们日后去了美国能够看得懂你的教科书。托福文章都是教科书文章，即取材于美国大学不同学科的课本。所以没有什么诗歌、散文、小说等文体。但并不表示它不考文学和艺术。比如，考过戏剧的起源、现代舞蹈的发展，甚至还考过路易斯.阿姆斯特朗在爵士音乐史上的贡献。但是无论考什么样的题材，文章本身是学术性的，不是议论文就是说明文。 

　　2. 文章出题原则不变。 

　　托福已经考了四十年，但阅读的答案极少有争议，这与出题的原则有很大的关系。托福阅读考察的重点是搜索信息的能力，也就是在一定的时间内能否准确地找到有用信息的能力。当然，新托福还要考察你能否表达这些信息的能力。以上这些都是你将来在英语国家求学、搞研究必须具备的能力。因此，在托福阅读当中，正确的答案不是主观臆断得来的，而是可以在原文当中找到准确的文字对应。每个答案都对应文章当中某一行的某一个单词或是短语。即使选错了答案，看到标准答案，也会意识到错误的原因，而不至于像另外一些考试那样让考生难以接受或感觉过于牵强。 

 　　3. 原有的阅读题型都被保留了下来。 

　　除了前面提到的若干新的题型外，原有的阅读题型都被保留了下来。加之托福独特的出题规律和命题特点，使得现在作托福阅读的各种方法和技巧在新托福中仍然适用。比如说：主题题永远都要在文章的最后作；推断题有若干种情况，如果出现在文章的第一题该怎么办，如果出现在文章的最后一题该怎么办；等等。这些方法会在课堂上结合真题详细讲解。 

　　复习时三大注意事项 

 　　1. 单词 

　　对同学们来说，托福单词分3种：一种是你认识的；一种是你不认识的；还有一种呢，就是你以为你认识，其实你不认识。就是你对这个词产生了一种幻觉。举个例子，托福常备重词Save，什么意思？作为考点，托福只考它的一个意思，就是做介词时，是except的意思。怎么样？是不是对这个词突然产生了幻觉？其实这也是托福阅读词汇题的特点，喜欢考一词多义和熟词僻义。如果同学们没有足够的心理准备和大量的练习，不仅文章读起来不知所云，而且有的词汇题极易做错。  　*pi4   pizi＊字

 　　2. 真题先精做，后泛做 
　　送给大家两句话。第一句是：“要将无限的精力投入到有限的真题当中去”。托福真题是有限的，所以在开始做题的时候不要贪多，否则后来会没题可做。另外，做题初期，由于生词较多，不了解规律和特点，容易导致大面积错题。这样会极大打击你的自信心。其实，初期应当以熟悉题型和规律为主，先保证已知题型的准确率；到了复习后期，在全部规律已知的前提下，大量做题，保持对题目的敏感和熟悉。而在那个阶段，我再送给大家一句话就是“要将有限的规律投入到无限的真题当中去”。规律有限，题目无限。只要掌握了有限的规律，就可以解决无穷的题目。 

 　　3. 大量进行泛读 

　　因为托福阅读文章出题范围极其广泛，内容涉及人文、社会、历史、经济、天文、地理、生物和医学等等，保证了考试的公平性，使不同学科背景的考生都有相对平等的发挥空间。所以，在时间允许的情况下，大量泛读托福难度的文章，不仅仅对托福单词的记忆有帮助，而且对提高语感，熟悉英语的思维方式大有裨益。如果同学们上网方便的话，以下几个站点是你在备考Toefl和GRE过程中，应该经常浏览的： 

　　www.nationalgeographic
新托福考试简介  
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 　 　　托福考试（TOEFL）由美国教育考试服务中心（ETS）开发，用于测试母语非英语的考生在校园环境中理解和使用英语的能力。目前全球各地约有4500多所2年制和4年制大专院校、职业学校和相关机构要求学生入学时提供托福考试成绩。 

　　新托福考试不仅仅是新版的托福考试，还包括一系列产品和服务。新托福考试可以全面并动态测试考生在学术环境中的英语交流能力。 

　　主要特点 

　　• 考试结构和设计源于大量研究工作 

　　• 考试内容模拟大学真实场景（文章和语言） 

　　• 综合考察交流能力 

　　• 试题综合全部四项语言能力 

　　• 通过互联网进行 

　　• 成绩说明指出考生语言能力的优势和弱势 

　　• 提供在线学习服务 

　　时间表 

　　• 2003年12月 ? ETS在全球对新托福考试进行最后实地测试 

　　• 2004年3月? 考生可以在线浏览新托福考试；ETS在互联网上发布考试样题和关于新托福考试的详细信息 

　　• 2004年6月 ? ETS推出评分信息 

　　• 2004年7月? ETS推出在线学习和练习 

　　考生和教师将通过计算机网络模拟参加新托福考试。将推出第一套新托福考试的全真模拟版，该版考试不设监考，考试成绩只提供给考生本人。 

　　• 2005年9月 ? 新托福考试正式开考 

　　教育靠际灾行慕贓TS指定的考试中心举行新托福考试。该考试将设监考，考试成绩直接提供给有关院校。教育部考试中心将负责在中国大陆举办新托福考试。 

　　考试内容和形式 

　　新托福考试将采用真实场景（例如：模拟大学校园中的动态和交互式环境），试题综合考察听、说、读、写全部4项英语语言能力，考生可充分展示使用英语进行交流的能力。 

　　新托福考试将通过互联网进行，考试采取机考形式。新托福考试的考试时间和各部分试题数目都是固定的。但该考试不采用计算机适性出题的方式，即题目难度与上一题回答是否准确无关。 

　　评分系统 

　　• 诠释新考试成绩的书面指导 

　　• 针对4项语言能力（听说读写）分别进行评分，每项能力的成绩为1 ? 25分 

　　• 综合成绩 

　　• 针对每项语言能力的成绩段说明，指出相对每个成绩段的英语熟练程度 

　　• 托福机考成绩对照，帮助成绩使用单位与现行托福考试成绩要求进行比较 

　　• 考生将收到包括分析反馈在内的成绩单 

　　学习工具 

　　锋利英语 

　　锋利英语（LanguEdge?）是一套整体教学系统，通过培训和测试进行英语能力评估,是备考新托福的得力工具。锋利英语?课件是新型的CD-ROM指导工具，由ETS在2002年9月推出。 

　　锋利英语培养学生的交流能力，使学生获得在北美英语环境中学习、生活和工作所需的英语交流能力。锋利英语着重于学生培训，特别是强化和综合提高学生的听、说、读、写能力。锋利英语开发自一个大型语库，该语库中的资料来自于美国一些不同的教育机构。锋利英语集中体现校园生活的各个方面，内容涉及文化、商业、工程、自然科学和社会学等。 

　　泰德时代集团是ETS 锋利英语?课件在中国大陆、香港和澳门的独家经销商及推广商，并基于LanguEdge开发了一个本地化的在线平台，为该地区的广大师生提供备考课程。 

　　全美英语写作在线培训系统（CriterionSM） 

　　全美英语写作在线培训系统（又称“英语文豪”）是一套新型的教学用考察、测评和指导工具。该系统可实时测评学生在写作中级阶段至高级阶段的学习进度情况，并同时提供分析反馈，帮助教师重点提高学生的写作能力。该系统融合了由ETS开发并已停用的作文题目，使英语语言课程可以为学生提供实时写作练习及写作能力的整体测评。 

　首先，我要给所有的同学吃一颗定心丸，那就是在新机考托福中，阅读部分是变化最小的一部分。一句话概括就是：现有托福和新托福“三变，三不变”原则。 

　　三变 

　　1. 阅读部分总体结构的变化。 

　　现有托福是“四五”结构。这里的“四五”是指5篇文章，50个题目，考试时间共55分钟。而现有文章的长度为每篇文章350个字。 

　　新托福，根据我们目前得到的样题，3篇长度为630～670个单词的文章，每篇文章后有13或14道题，考生每完成1道题即依次出现下一道题。要求平均每25分钟完成1篇阅读材料及其试题。此部分总共75分钟。 

 　　2. 　两种新题型的引入。 

 　　 “句子入位题”：也就是说，文章中有四个空位，从中选出一个最合适的空位将所给的句子填入。考查考生将特定的一句话插入文章顺序相连的4 个句子之间的能力。要做好此题，考生必须深入理解各个句子间的词汇、语法和逻辑联系。这是新题型，有相当难度，考生应特别重视。 

　　 “重要观点题”： 这种很独特的题型出现在新托福中每篇文章的最后一题，是多选题，而且值两分。所谓的“重要观点题”就是从5―6个备选答案中选出2―3个表达了文章最重要观点的选项。 

 　　3. 和听力部分、写作部分进行结合。 

 　　 “先读后说”：即先读一篇长文章或长对话，然后基于所读到的内容，口头回答考官提出的若干问题。此部分准备时间为1分钟，演讲时间为1分半钟。 

　　 “先读后写”：即先读一篇长文章或长对话，然后基于所读到的内容，写一篇文章去讨论或分析或解释考官提出的若干问题。此部分共用时25分钟，须写出175―250字。 

　　 这是和现有托福、雅思、4/6级、考研英语最大的不同，这也是它最大的卖点。其实，所有的考试都意识到了“听、说、读、写”这4种基本技能对考生都同等重要。这也是为什么光有了托福还不够，还要有TWE和TSE；为什么今年12月份的4/6级考试将进行重大的“换脸”行动――就是既要考查学生的Input能力，也要考察Output能力。但现有的考试有一点不足就是“听说读写”四项能力被割裂开来单独测试。 

　　 新托福不一样。通过“先读后说、先读后写、先听后说、先听后写”，使得各项能力被统一协调在一起。也就是说，如果你的某方面能力较弱，将会影响另外一方面能力的发挥。所以，可以说，新TOEFL是目前世界上真正考察一个学员综合语言能力最科学的测试。 

 　　三不变 

 　　1. 文章语言特点不变。 
　　托福阅读的目的很明确，就是要让同学们日后去了美国能够看得懂你的教科书。托福文章都是教科书文章，即取材于美国大学不同学科的课本。所以没有什么诗歌、散文、小说等文体。但并不表示它不考文学和艺术。比如，考过戏剧的起源、现代舞蹈的发展，甚至还考过路易斯.阿姆斯特朗在爵士音乐史上的贡献。但是无论考什么样的题材，文章本身是学术性的，不是议论文就是说明文。 

 　　2. 文章出题原则不变。 

　　托福已经考了四十年，但阅读的答案极少有争议，这与出题的原则有很大的关系。托福阅读考察的重点是搜索信息的能力，也就是在一定的时间内能否准确地找到有用信息的能力。当然，新托福还要考察你能否表达这些信息的能力。以上这些都是你将来在英语国家求学、搞研究必须具备的能力。因此，在托福阅读当中，正确的答案不是主观臆断得来的，而是可以在原文当中找到准确的文字对应。每个答案都对应文章当中某一行的某一个单词或是短语。即使选错了答案，看到标准答案，也会意识到错误的原因，而不至于像另外一些考试那样让考生难以接受或感觉过于牵强。 

 　　3. 原有的阅读题型都被保留了下来。 

　　除了前面提到的若干新的题型外，原有的阅读题型都被保留了下来。加之托福独特的出题规律和命题特点，使得现在作托福阅读的各种方法和技巧在新托福中仍然适用。比如说：主题题永远都要在文章的最后作；推断题有若干种情况，如果出现在文章的第一题该怎么办，如果出现在文章的最后一题该怎么办；等等。这些方法会在课堂上结合真题详细讲解。 

 　　复习时三大注意事项 

 　　1. 单词 

　　对同学们来说，托福单词分3种：一种是你认识的；一种是你不认识的；还有一种呢，就是你以为你认识，其实你不认识。就是你对这个词产生了一种幻觉。举个例子，托福常备重词Save，什么意思？作为考点，托福只考它的一个意思，就是做介词时，是except的意思。怎么样？是不是对这个词突然产生了幻觉？其实这也是托福阅读词汇题的特点，喜欢考一词多义和熟词僻义。如果同学们没有足够的心理准备和大量的练习，不仅文章读起来不知所云，而且有的词汇题极易做错。  　*pi4   pizi＊字

 　　2. 真题先精做，后泛做 
　　送给大家两句话。第一句是：“要将无限的精力投入到有限的真题当中去”。托福真题是有限的，所以在开始做题的时候不要贪多，否则后来会没题可做。另外，做题初期，由于生词较多，不了解规律和特点，容易导致大面积错题。这样会极大打击你的自信心。其实，初期应当以熟悉题型和规律为主，先保证已知题型的准确率；到了复习后期，在全部规律已知的前提下，大量做题，保持对题目的敏感和熟悉。而在那个阶段，我再送给大家一句话就是“要将有限的规律投入到无限的真题当中去”。规律有限，题目无限。只要掌握了有限的规律，就可以解决无穷的题目。 

 　　3. 大量进行泛读 

　　因为托福阅读文章出题范围极其广泛，内容涉及人文、社会、历史、经济、天文、地理、生物和医学等等，保证了考试的公平性，使不同学科背景的考生都有相对平等的发挥空间。所以，在时间允许的情况下，大量泛读托福难度的文章，不仅仅对托福单词的记忆有帮助，而且对提高语感，熟悉英语的思维方式大有裨益。如果同学们上网方便的话，以下几个站点是你在备考Toefl和GRE过程中，应该经常浏览的： 

　　www.nationalgeographic
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    http://www.gion1224.jp   くすのき書院ローレル    Face with faith.
   Not a long day, but a good heart. God helps those who help themselves. Where there’s a will, there’s a way.≫ 

